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関東社会学会第 71 回大会 

自由報告 Web 申し込み手引き 
 

 

自由報告 Web 申し込みページ 

URL：https://iap-jp.org/kss/conf/ 
 

（１）上記の自由報告 Web 申し込みページ URL をクリックすると、第 71 回大会の Web 申し込み用ログイン

ページが表示されます。 

自由報告申し込みの前に、まずはページ下部にある「ログイン ID を取得[Create Login ID]」ボタンより、

Web 申し込み用のログイン ID を発行いただきます。 

 

▽第 71 回大会の Web 申し込み用ログインページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※大会申し込み用のログイン ID は会員番号ではありませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

ボタンをクリックして、大会申し込み用

のログイン ID を発行してください。 
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▽ID 発行画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「同意する」に 
チェックしてください 

全て入力・選択後、 
「次のページへ進む[next]」ボタンをクリックしてください。 
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ID 発行時には、以下項目の選択・入力が求められます。必ず受信可能なメールアドレスでご登録をお願い

いたします。 

------------------------------------ 

・必須選択：種別（一般会員/学生会員/一般（入会予定）/学生（入会予定）） 

 ※会員のみ会員番号の入力が必要となります。入会手続き中の方は一般（入会予定）また 

 は学生（入会予定）をご選択ください。 

・必須入力：お名前/フリガナ名/ローマ字名/メールアドレス/所属機関名/電話番号 

（任意入力：部署名・学部名/内線番号/FAX 番号） 

------------------------------------ 

※会員で、会員番号ご不明の方は、以下までメールにてお問い合わせください。 

 関東社会学会 学会事務センター：kss-post@as.bunken.co.jp 

（締め切り間際で間に合わない場合には、暫定で「9999」のように記入ください。会員番号や会員区分は 

 締め切り後に実際の学会登録情報と一致しているか照合させていただきます） 

 

上記全てをご入力後、ページ下部の「次のページへ進む[next]」ボタンをクリックしてください。 

※画面下部の【個人情報の取り扱いに関して】について、「同意する」をチェックしないと次のページに 

 進めませんのでご注意ください。 

 

ログイン ID 発行前の確認画面が表示されますので、内容が正しいことをご確認の上、確認画面のページ下

部の「ログイン ID を発行する[submit]」ボタンをクリックしてください。ログイン ID の発行が完了する

と、完了画面が表示されると同時に、「[kss-71] ログイン ID－発行完了通知」の件名で、ご登録メールア

ドレス宛に通知メールが自動配信されます。通知メール内に「N」から始まるログイン ID が記載されます。 

 

※ID を発行しただけでは申し込みは未完了ですのでご注意ください。 

▽ID 発行完了画面 
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（２）ログイン ID を発行後、自由報告 Web 申し込みページの URL にアクセスの上、ページ上部の「ログイ

ン ID」と「メールアドレス」を入力の上、「ログイン」ボタンをクリックしてください。（「メールアドレス」

は、ID 発行時のメールアドレスを入力してください。） 

 

 

（３）ログイン後、メニュー画面が表示されます。自由報告申し込みメニューの「登録」ボタンをクリック

すると、自由報告の申し込み画面が表示されます。画面の表示に従って申し込みを完了してください。 

 

▽ログイン後、メニュー画面 

 

ログイン ID とメールアドレスを入力の上、 
ボタンをクリックしてください。 

2 月 7 日より 3 月 14 日 13 時まで 
「新規自由報告申込」ボタンより申し込み可能です 

大会参加登録は、2 月 3 日時点では募集開始前です。 
5 月 9 日より申し込みボタンが表示され、受付可能となります 

（締切 5 月 22 日） 
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自由報告の申し込み画面では、下記項目の選択・入力が求められます。 

・報告題目（仮題不可） 

・共同報告者の入力と登壇者選択 

・報告要旨（600 字程度） 

・パワーポイント等の使用有無の選択 

【共同報告者の登録について注意事項】 

報告者が複数にわたる場合には、共同報告者の入力画面で全員の氏名・所属を登録の上、登壇者を選択し

てください。 

▽自由報告申し込み画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のページでは、まず、報告題目（仮題不可）/報告要旨（600 字程度）/パワーポイント等の使用有無の

選択）を入力・選択いただきます。 

イタリック、太文字、上付き、下付きがある場合には、上記画像内赤枠の例のようにご入力ください。 

 

全て入力・選択後、ページ下部の「次へ[next]」ボタンをクリックしてください。 

（次のページで報告者の所属を登録いただきます） 
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▽所属入力欄（全ての報告者の所属） 

以下ページで報告者の全ての所属を登録いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓複数の所属がある場合には、以下の例をご参考に入力ください。 

↓例）報告者の所属数が 3 つの場合（報告者 A さんの所属が△△大学と○○研究センター、 

報告者 B さんの所属が××大学の場合など） 

 

 

 

 

 

 

所属の入力が完了後、ページ下部の「次へ[next]」ボタンをクリックしてください。 

（次のページで報告者情報の入力と、登壇者の選択画面が表示されます） 

1 か所につき 1 つの所属をご入力ください 
（次頁で全ての報告者名を記入いただく際に、 
このページで登録された所属から選択いただ

けるようになります） 

↓所属の数に合わせて数字を変更の上、数字選択欄横の 
「決定」ボタンをクリックすると所属入力欄が増減します。 

       同一の所属名の場合、1 つの所属としてカウントされます。 
       複数の異なる所属がある場合に、所属の数を 2 以上に 

変更して各所属名を記入ください。 
 
 
 
             

 
 
←所属名登録後、「次へ［next］」ボタンを 

クリックしてください。 
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▽報告者情報入力及び登壇者選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓共同報告者が 1 名いる場合、以下の例をご参考に入力ください。 

↓例）登壇者（関東 次郎 さん（△△大学と○○研究センター））の他、 

共同報告者（国際 花子 さん（××大学））がいる場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽発表申し込み完了前に、確認画面が表示されます。 

 

上記画像内の「下に移動 move down」「上に移動 move up」ボタンをクリックすると、報告者の順番を入れ

替え可能です。 

 

全ての報告者を入力完了後、ページ下部の「次へ［proceed］」ボタンをクリックしてください。 

（次のページで確認画面が表示されます） 

↑報告者の数に合わせて数字を変更の上、数字選

択欄横の「決定」ボタンをクリックすると報告者の

入力欄が増減します。 

↑全ての報告者を登録後、「次へ［proceed］ 」ボタンを 
クリックしてください。 

←前のページで入力した所属の数の分、選択欄が

表示されます。報告者毎に所属を選択してくださ

い。 

登壇者である報告者にチェックを付けます。 
（変更する場合には、チェックを外してから、 

別の報告者の登壇者欄にチェックを付けます） 
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▽確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込み完了前の確認画面です。内容を確認の上、よろしければ、 

ページ下部の「登録する［submit］」ボタンをクリックしてください。 

 

（４）自由報告申し込みが完了しますと、Web 上に完了画面が表示されると同時に、登録メールアドレス

宛てに「[kss-70] 自由報告申込（新規）－受付完了通知」の件名で完了通知メールが自動配信されま

す。 

 

数十分待っても通知メールが届かない場合や、お申し込みの際にご不明な点等ございましたら 

以下の問い合わせ先へメールにてご連絡をお願いします。 

 

【問い合わせ先（自由報告申し込み）】 

関東社会学会大会ヘルプデスク：kss-desk@conf.bunken.co.jp 

※平日 17 時以降、土日祝はご返信にお時間を要しますので、お早めのお問い合わせをお願いいたします。 

 

 ※尚、大会参加申し込みは、5 月 9日に Web 上で受付開始予定となります。自由報告申し込み時に発行

されたログイン ID（N から始まる番号）で、自由報告 Web 申し込みページと同じ URL から大会参加申し

込みいただけます。 

本大会に参加する方は、申し込み開始後、必ず大会参加申し込みを行っていただきますよう、よろしく

お願いいたします。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings true
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 600
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /ARA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /BGR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CHS (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CHT (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CZE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /DAN (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /DEU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ETI (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /FRA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /GRE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HEB (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HRV (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HUN (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ITA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFFff08682aff0956fd969b6587732e53705237793e306e30a430f330bf30fc30cd30c330c8516c958b306b90693057305f002000410064006f0062006500200050004400460020658766f830924f5c62103057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200037002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e30593002>
    /KOR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /LTH (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /LVI (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /NLD (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /NOR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /POL (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /PTB (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /RUM (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /RUS (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SKY (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SLV (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SUO (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SVE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /TUR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /UKR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive true
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


